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《
研
究
ノ
ー
ト
》

「
け
し
粒
小
説
」
と
そ
の
時
代

―
敗
戦
直
後
の
「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
お
よ
び
名
古
屋
版
の
創
作
欄

斎
藤

理
生

本
稿
で
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
に
か
け
て
、
朝
日
新
聞
大
阪

本
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
お
よ
び
名
古
屋
版

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
け
し
粒
小
説
」
の
素
描
を
試
み
る
。

戦
争
末
期
か
ら
敗
戦
直
後
の
新
聞
は
、
物
資
不
足
、
輸
送
力
不
足
の

た
め
に
、
朝
刊
の
み
、
二
頁
し
か
な
か
っ
た
（

）
。
一
方
で
、
報
道
さ

1

れ
る
べ
き
出
来
事
は
枚
挙
に
暇
が
な
か
っ
た
し
、
社
会
情
勢
は
刻
々
と

移
り
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
大
手
の
新
聞
は
、
定
番
だ
っ
た
連
載

小
説
を
、
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
は
掲
載
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
大
佛
次
郎
『
丹
前
屏
風
』
は
「
毎
日
新
聞
」
に
一
九
四
五

年
九
月
一
四
日
か
ら
連
載
さ
れ
た
が
、
し
ば
し
ば
休
載
に
な
り
、
結
局

一
一
月
一
三
日
に
二
九
回
で
中
絶
し
て
い
る
。
藤
澤
桓
夫
『
彼
女
は
答

へ
る
』
は
「
読
売
新
聞
」
に
四
五
年
一
一
月
一
日
か
ら
連
載
さ
れ
た
が
、

一
二
月
三
一
日
に
、
三
六
回
と
い
う
短
さ
で
終
わ
っ
た
。
「
読
売
新

聞
」
で
次
の
連
載
で
あ
る
貴
司
山
治
『
愛
の
歌
』
（
一
九
四
六
・
四
・

一
八
～
七
・
五
）
が
始
ま
る
ま
で
は
三
ヶ
月
以
上
の
空
白
が
あ
っ
た
し
、

『
愛
の
歌
』
に
続
い
た
織
田
作
之
助
『
土
曜
夫
人
』
（
八
・
三
〇
～
一

二
・
六
）
ま
で
の
間
も
二
ヶ
月
近
く
空
い
た
。
「
毎
日
新
聞
」
に
は
、

『
丹
前
屏
風
』
中
絶
後
は
、
四
七
年
八
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
林
芙
美

子
『
う
ず
潮
』
ま
で
連
載
小
説
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
朝
日
新

聞
」
に
至
っ
て
は
、
四
四
年
一
〇
月
二
五
日
か
ら
連
載
さ
れ
た
大
佛
の

『
乞
食
大
将
』
を
四
五
年
三
月
六
日
に
打
ち
切
っ
た
後
、
四
七
年
六
月

ま
で
連
載
小
説
を
掲
載
し
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
一
九
四
六
年
頃
か
ら
、
大
手
の
新
聞
に
代
わ
る
新
し
い
新

聞
が
、
地
方
を
中
心
に
次
々
と
創
刊
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
に
新
し
く
創

刊
さ
れ
た
新
聞
、
い
わ
ゆ
る
新
興
紙
に
は
、
売
り
上
げ
の
増
加
や
他
紙

と
の
差
異
化
を
ね
ら
っ
て
、
多
く
の
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
織
田
作
之
助
は
、
京
阪
の
新
興
紙
で
実
績
を
上
げ
た
こ
と
が
「
読

売
新
聞
」
へ
の
執
筆
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（

）
。
先
に
あ
げ

2
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た
大
佛
、
藤
澤
と
い
っ
た
戦
前
戦
中
か
ら
全
国
紙
で
新
聞
小
説
を
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
作
家
た
ち
も
、
こ
の
時
期
に
は
し
ば
し
ば
新
興
地
方
新
聞
に

小
説
を
連
載
し
た
（

）
。

3

未
曾
有
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
人
々
に
は
、
虚
構
を
楽
し
む
よ
り
も

先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
し
か
し
、
衣
食
住
に
も
事
欠
く
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
目
の
前
の
世
界
を
一
瞬
忘
れ
さ
せ
た
り
、
新
鮮
な
目
で
見
つ

め
直
さ
せ
た
り
す
る
虚
構
が
求
め
ら
れ
て
も
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
需
要
に
応
え
る
形
で
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
が
設
け
た

の
が
「
け
し
粒
小
説
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
一
見
コ
ラ
ム
の

よ
う
に
映
る
小
さ
な
創
作
欄
に
、
原
稿
用
紙
一
枚
＝
四
〇
〇
字
程
度
で

書
か
れ
た
一
話
完
結
の
小
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
一
九
四
六
年
か

ら
四
七
年
に
か
け
て
、
月
に
一
～
三
回
、
月
曜
日
の
主
に
第
二
面
に
、

当
時
の
中
堅
か
ら
若
手
に
あ
た
る
人
気
作
家
が
起
用
さ
れ
、
二
七
作
品

が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
そ
の
掲
載
日
と
タ
イ
ト
ル
、
作
家
名
を
掲
げ

る
。

一
九
四
六
年

六
月

三
日

け
し
粒
コ
ン
ト

時
間

藤
澤
桓
夫

六
月
一
〇
日

け
し
粒
小
説

実
感

織
田
作
之
助

六
月
一
七
日

け
し
粒
小
説

ぜ
い
た
く
な
平
和

阿
部
知
二

六
月
二
四
日

け
し
粒
小
説

月
は
見
て
ゐ
る

中
山
義
秀

七
月

八
日

け
し
粒
小
説

戦
争
と
平
和

倉
光
俊
夫

七
月
一
五
日

け
し
粒
小
説

誘
惑

林
芙
美
子

七
月
二
二
日

け
し
粒
小
説

柳
の
あ
る
川
土
手

藤
原
審
爾

七
月
二
九
日

け
し
粒
小
説

女
の
一
生

藤
澤
桓
夫

八
月

五
日

け
し
粒
小
説

あ
る
女
の
素
描

舟
橋
聖
一

八
月
一
二
日

け
し
粒
小
説

朝

平
林
た
い
子

八
月
一
九
日

け
し
粒
小
説

美
醜

岡
田
禎
子

八
月
二
六
日

け
し
粒
小
説

薬
局

織
田
作
之
助

九
月

九
日

け
し
粒
小
説

恋
文

網
野
菊

九
月
一
六
日

け
し
粒
小
説

子
供
の
議
会

長
沖
一

九
月
三
〇
日

け
し
粒
小
説

再
会

若
杉
慧

一
〇
月

七
日

け
し
粒
小
説

蛙
料
理

久
生
十
蘭

一
〇
月
一
四
日

け
し
粒
小
説

将
棋

高
木
卓

一
〇
月
二
八
日

け
し
粒
小
説

秋

倉
光
俊
夫

一
一
月

四
日

け
し
粒
小
説

復
員

坂
口
安
吾

一
一
月
一
一
日

け
し
粒
小
説

た
そ
が
れ
の
挿
話

劉
寒
吉

一
一
月
二
五
日

け
し
粒
小
説

海

村
山
知
義

一
二
月

二
日

け
し
粒
小
説

勲
章

船
山
馨

一
二
月
一
六
日

け
し
粒
小
説

未
亡
人

芝
木
好
子

一
九
四
七
年

一
月

六
日

け
し
粒
小
説

初
雪

大
江
賢
次

一
月
二
〇
日

け
し
粒
小
説

海
の
見
え
る
窓

白
川
渥

二
月
一
〇
日

け
し
粒
小
説

阿
片

井
上
友
一
郎

二
月
一
七
日

け
し
粒
小
説

ク
ラ
ス
会
で

小
山
い
と
子
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作
之
助
の
二
つ
の
作
品
や
、
久
生
十
蘭
の
作
品
な
ど
、
従
来
か
ら
存

在
を
認
知
さ
れ
、
個
人
全
集
に
収
め
ら
れ
て
き
た
作
品
も
あ
る
。
し
か

し
坂
口
安
吾
（

）

や
平
林
た
い
子
の
作
品
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ

4

れ
た
全
集
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
年
譜
等
に
も
記
載
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。

林
芙
美
子
の
作
品
も
、『
林
芙
美
子
全
集
』（
文
泉
堂
出
版
、
一
九
七

七
）
に
未
収
録
で
、
第
一
六
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
今
川
英
子
作
成
の

「
年
譜
」
お
よ
び
「
著
書
目
録
」
に
も
記
載
が
な
い
。
森
英
一
「
林
芙

美
子
資
料
紹
介
」（

）

や
浦
野
利
喜
子
・
久
保
卓
也
「
林
芙
美
子
全
集

5

に
未
収
録
の
作
品
に
つ
い
て

附
資
料

林
芙
美
子
全
集
（
文
泉
堂
出

版
）
未
収
録
作
品
リ
ス
ト
」（

）

に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
廣
畑
研

6

二
「
林
芙
美
子
拾
遺
」（

）

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
「
け
し
粒
小

7

説
」
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
意
味
も
込
め
て
、
こ
の
林
の
作
品
の
み
、

以
下
に
本
文
を
掲
げ
て
お
く
。

誘
惑

林
芙
美
子

長
雨
で
、
河
に
は
水
量
が
ま
し
て
ゐ
た
。

り
や
う

河
ぞ
ひ
の
唐
も
ろ
こ
し
が
、
雨
風
に
ゆ
れ
て
ゐ
る
。

た

う

「
は
じ
め
に
、
ど
つ
ち
が
誘
惑
し
た
の
よ
？
」

ゆ

う

わ

く

「
さ
ア
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
わ
ね
え
…
…
」

「
だ
か
ら
さ
ア
、
兄
さ
ん
が
い
つ
て
た
、
あ
の
話
ね
、
鶏
が
卵
を

た
ま
ご

生
ん
だ
け
ど
、
鶏
は
、
以
前
は
卵
だ
つ
た
つ
て
、
そ
の
卵
の
親
は

た
ま
ご

鶏
で
、
鶏
は
卵
だ
つ
て
ど
つ
ち
が
さ
き
に
生
れ
た
の
つ
て
…
…
そ

の
話
と
お
ん
な
じ
ぢ
や
ア
な
い
？
誘
惑
つ
て
そ
ん
な
も
の
よ
、
ね

ゆ

う

わ

く

え
…
…
」

泥
濘
の
道
を
歩
い
て
ゐ
て
、
私
は
、
ふ
つ
と
後
を
振
り
返
つ
た
。

ふ

白
い
セ
ー
ラ
ー
服
の
、
お
か
つ
ぱ
の
女
学
生
が
三
人
。
雨
に
濡
れ

ふ

く

ぬ

な
が
ら
、
熱
心
に
し
や
べ
つ
て
来
る
。
思
ひ
が
け
な
く
、
あ
ま
り

ね

つ

に
小
さ
い
少
女
達
だ
つ
た
の
で
、
「
誘
惑
」
と
い
ふ
言
葉
が
、
虹

ゆ

う

わ

く

ば

の
や
う
に
、
急
に
す
つ
と
美
し
く
私
の
瞼
に
燃
え
た
。

ま
ぶ
た

も

石
神
井
行
き
の
、
西
武
線
の
電
車
が
、
轟
つ
と
、
唐
も
ろ
こ
し

の
畠
の
向
ふ
を
、
白
く
走
つ
て
ゐ
る
。

さ
て
、
先
に
名
前
を
あ
げ
た
作
家
の
他
に
、
太
宰
治
も
原
稿
を
依
頼

さ
れ
て
は
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
太
宰
治
全
集
別
巻
』（
筑
摩

書
房
、
一
九
九
二
）
に
収
録
さ
れ
た
「
創
作
年
表
」
か
ら
う
か
が
え
る
。

「
昭
和
二
十
一
年
」
の
「
八
月
号
」
へ
の
依
頼
が
列
挙
さ
れ
た
中
に

「
コ
ン
ト

朝
日
新
聞

」
と
記
さ
れ
て
、
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
こ

1

と
を
示
す
線
が
上
か
ら
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
七
八
頁
）。

ま
た
、
織
田
作
之
助
が
右
記
の
「
実
感
」
を
執
筆
し
た
頃
の
姿
が
、

重
光
誠
一
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
て
い
る
（

）
。
重
光
は
、
作
之
助
が

8

『
そ
れ
で
も
私
は
行
く
』（
「
京
都
日
日
新
聞
」
一
九
四
六
・
四
・
二
六

～
七
・
二
五
）
を
連
載
し
て
い
た
頃
に
「
大
阪
ビ
ル
の
八
階
の
、
ぐ
ら

す
ぷ
・
ら
い
ぶ
ら
り
社
」
で
作
之
助
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
重
光
は

「
い
ま
、
朝
日
（
新
聞
）
の
け
し
つ
ぶ
小
説
を
書
い
て
き
た
ん
や
」
と
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言
っ
て
「
編
輯
室
の
机
の
う
へ
で
、
さ
ら
さ
ら
つ
と
原
稿
用
紙
一
枚
の

小
説
を
書
い
て
き
た
模
様
」
を
語
る
作
之
助
の
姿
を
書
き
留
め
て
い
る
。

な
お
、
作
之
助
の
各
種
貴
重
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
織
田
文
庫
に
は
、「
け
し
粒
小
説
」
の
原
稿
料
の
領
収
書

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
作
之
助
は
、
四
六
年
九
月
四
日
に
、
朝
日
新
聞

大
阪
社
か
ら
稿
料
一
一
五
円
（
税
金
と
し
て
三
〇
円
一
〇
銭
、
正
味
八

四
円
九
〇
銭
）
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
他
の
作

家
た
ち
に
対
す
る
報
酬
も
一
律
か
、
こ
れ
に
近
い
額
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
け
し
粒
小
説
」
は
、
小
山
い
と
子
の
作
品
を
最
後
に
姿
を
消
す
。

四
ヶ
月
後
、
石
坂
洋
次
郎
の
『
青
い
山
脈
』
（
一
九
四
七
・
六
・
八
～

一
〇
・
四
）（

）

の
連
載
が
始
ま
り
、
人
気
を
博
す
。
以
後
、
連
載
小

9

説
は
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
「
朝
日
新
聞
」
の
主
軸
と
な
り
、
一
年
弱
の

あ
い
だ
大
阪
版
と
名
古
屋
版
の
紙
面
を
飾
っ
た
「
け
し
粒
小
説
」
の
多

く
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注
（

）
憲
法
発
布
の
翌
日
な
ど
、
稀
に
四
頁
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か

1し
紙
不
足
の
た
め
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
言
わ
れ
る
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

（

）
作
之
助
が
一
九
四
六
年
に
書
い
た
新
聞
小
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

2「
織
田
作
之
助
『
そ
れ
で
も
私
は
行
く
』
論

―
「
京
都
日
日
新
聞
」
を

手
が
か
り
に
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
二
〇
一
二
・
一
〇
）
、
「
織
田
作
之
助

『
夜
光
虫
』
論

―
「
大
阪
日
日
新
聞
」
を
手
が
か
り
に
」
（
「
国
語
国

文
」
二
〇
一
五
・
一
二
）
、
「
織
田
作
之
助
『
土
曜
夫
人
』
論

―
「
読
売

新
聞
」
を
手
が
か
り
に
」（
「
語
文
」
二
〇
一
七
・
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
大
佛
次
郎
は
『
姉
』
を
「
中
京
新
聞
」
に
一
九
四
六
年
八
月
一
日
か

3ら
九
月
三
〇
日
ま
で
六
〇
回
、『
迷
路
』
を
「
京
都
日
日
新
聞
」
に
四
六
年

一
一
月
一
日
か
ら
四
七
年
一
月
二
五
日
ま
で
七
四
回
、『
幻
燈
』
を
「
夕
刊

新
大
阪
」
に
四
七
年
九
月
一
五
日
か
ら
四
八
年
一
月
九
日
ま
で
一
一
四
回

連
載
し
た
。
「
毎
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
て
代
表
作
と
な
っ
た
『
帰
郷
』

（
一
九
四
八
・
五
・
一
七
～
一
一
・
二
一
、
一
八
四
回
）
は
、
こ
れ
ら
地

方
新
興
紙
で
の
積
み
重
ね
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
澤

は
『
花
言
葉
』
を
「
大
阪
日
日
新
聞
」
と
「
九
州
タ
イ
ム
ス
」
に
四
六
年

四
月
八
日
か
ら
五
月
二
三
日
ま
で
三
五
回
、『
秋
草
問
答
』
を
「
夕
刊
新
大

阪
」
に
九
月
二
日
か
ら
一
一
月
三
日
ま
で
七
五
回
（
「
夕
刊
新
九
州
」
で
は

九
月
一
二
日
か
ら
一
一
月
一
三
日
ま
で
）
、
『
薔
薇
は
語
り
ぬ
』
を
「
神
戸

新
聞
」
に
四
七
年
一
一
月
五
日
か
ら
四
八
年
二
月
一
八
日
ま
で
一
〇
四
回

連
載
し
た
。
「
朝
日
新
聞
」
で
『
私
は
見
た
』
（
一
九
四
八
・
二
・
一
五
～

七
・
八
、
一
四
四
回
）
を
連
載
す
る
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。

（

）
坂
口
安
吾
「
復
員
」
に
つ
い
て
は
「
新
潮
」
（
二
〇
一
八
・
四
）
の

4「
新
発
掘
・
坂
口
安
吾
「
復
員
」
と
そ
の
背
景
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）「
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要
」
二
〇
一
一
・
二

5
（

）「
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
」
二
〇
一
二
・
三

6
（

）「
日
本
古
書
通
信
」
二
〇
一
七
・
一
～
一
二

7
（

）
重
光
誠
一
「
織
田
作
之
助
ノ
ー
ト
」
（
織
田
作
之
助
『
可
能
性
の
文

8学
』
カ
ホ
リ
書
房
、
一
九
四
七
）
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（

）「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
及
び
名
古
屋
版
で
は
六
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
て

9い
る
が
、
東
京
版
で
は
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

〈
付
記
〉
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費

1
7
K
0
2
4
5
0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
さ
い
と
う
ま
さ
お
／
本
学
准
教
授
）


